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研究題目 

仲間と関わり合いながら，戦術を学ぶことで，攻防の面白さや魅力を感じられる生徒の育成 
～第３学年 ベースボール型「ＳＢＣ（青陵ベースボールクラシック）開幕！ 

どうする自分！役割を見つけてチームに貢献しよう！！」の実践を通して～ 

１ 主題設定の理由 

本学級の生徒に体育の授業は好きか問うと、３４人中２９人が「好き」「やや好き」と答えた。肯定的

に答えた生徒の理由は「体を動かすのが楽しいから」「関わりながらできるから」「協力するのが楽しい

から」という理由で占めた。体育の授業でこれまで記憶に残っていたり、楽しかったりした領域は何か

と問うと、３４人中２１人が球技と答えた。更に、球技の好きな型は何かの質問には、ゴール型１４人、

ネット型１４人、ベースボール型７人であり、球技の中でも、ゴール型とネット型が好きな生徒が半数

以上を占めた。ベースボール型については「ルールが複雑で試合をしていても、自分がどう動くべきか

わからなかった」「打つのが難しかった」「フライもゴロもグローブで捕るのが難しい」などの感想があ

り、ルールの複雑さとバットやグローブを用いる技能習得の難しさを感じた。 

中学校保健体育学習指導要領解説編には「作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開すること」

を第３学年の球技のねらいとしている。ベースボール型は、必ず３つの塁を順に進塁して得点を目ざし、

アウトカウントを除くと、ランナーがいる場面は７通りである。ゲームを多く重ねることで攻撃、守備

ともに経験したことがある状況に出会うことが多く、再現性が高い運動である。また、試合中はプレイ

が発生するまでの「間」があるため、自分自身で学びを思い起こしたり、チーム内でコミュニケーショ

ンを取り合ったりすることで、攻守ともに自分自身が次のプレイで何をすればよいのかを考えやすい。

これらのことから、ベースボール型ゲームは、戦術を学ぶことや仲間と連携したゲーム展開が期待でき、

体育の授業において、仲間と関わり合ったり、協力したりすることを楽しいと感じている本学級の生徒

たちには適した運動種目であると言える。 

そこで、どの生徒にとっても扱いやすいよう教具を工夫し、仲間と関わり合いながら、進塁をめぐる

攻防の戦術を学ぶことで、ベースボール型の攻防の面白さや魅力を実感できるのではないかと考え、本

研究主題を設定した。 

２ 研究の構想 

（１）目ざす生徒 

仲間と関わり合いながら、戦術を学ぶことで、攻防の面白さや魅力を感じられる生徒  

（２）研究の仮説 

① 小学生ハンドボール、学校体育用バットを用いることでボール操作が容易になり、抵抗なくゲー

ムに臨むことができるだろう。 

② 状況を指定したタスクゲームからのゲーム中心の単元構想で多くのゲーム経験を積んだり、ゲ

ームに向けて、チームで『テーマ』を決めたりすることで、関わりながら、戦術を学び、攻防の面

白さや魅力を感じられるであろう。 

（３）研究の手だて 

① 教具の工夫（小学生用ハンドボール＆学校体育用バット（ポリウレタン製） 

本単元では、グローブは用いず、ボールはやわらかくて投げやすく、

捕りやすい小学生用ハンドボールを用いる。【資料１】バットは金属では

なく、軽く振りやすい学校体育用バット（ポリウレタン製）とする。軽く、

振りぬきやすい操作性の高いバットであるため、方向を定めて狙ったバ

ッティングができるのではないかと考える。ボール、バット ともに扱い

やすく、技能習得に時間を要しないことで、抵抗なく、ゲームに臨むこと
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ができるであろう。 

② 状況を指定したタスクゲームからのゲーム中心の単元構想 

単元の序盤は、頻度が多い状況をタスクゲームとして行い、タスクゲーム前には、チームでどう

攻めるとよいのか、どのランナーをアウトにするとよいのかを確認する時間を設ける。チームメイ

トと関わり合うなかで、ルールと攻撃や守備の基本的な戦術を学び、理解できるであろう。単元中

盤からは、攻撃側の開始時をランナー１塁からとするメインゲームを１授業で２試合行う。ゲーム

回数を増やすことで経験したことのある状況に出会うことが多くなり、ゲームの中で自分がどう動

けばよいかを理解できるであろう。 
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③ チームで『テーマ』を決める 

チームごとにゲーム前にテーマを決め、ゲーム後に振り返り、次時のテーマを決める。チームで

ゲームを振り返り、関わり合うなかで、タスクゲームだけでは学べない状況に応じた戦術を学ぶこ

とができるであろう。 

（４）抽出児（Ａ女）について 

体育の授業は「やや好き」と答えており、ベースボール型については、「打つのが難しい」「ボー

ルを送球すると、変な風にいってしまう」「ルールが複雑で自分がどう動いていいかわからない」と

答え、苦手意識をもっている。昨年度は守備の際、早い打球に怖がり、ボールを捕球できなかった

り、バットが重いことで空振りしたりする姿が見られた。そこで、用具の操作が容易な教具を用い

ることで抵抗なくゲームに臨ませたい。そして、タスクゲームで基本的な戦術を学び、テーマを決

めて、多くのメインゲームの経験を積むことで、仲間と関わり合いながら、攻防の面白さや魅力を

感じてほしい。 

３ 研究の実践と考察 

（１）攻め方や守り方がわかるようになりたいな（第２時） 

基本的なルールや攻撃では、ランナーを進塁させるため

にどこを狙うのか、守備では、進塁を防ぐためにどこをア

ウトにするべきなのかの戦術が理解できていない様子であ

った。そのため、状況を設定したタスクゲーム（ランナー

１塁、１・２塁、２塁、１・３塁）を行うことにした。第

２時では、ランナー１塁、１・２塁を行った。タスクゲー

ムでランナー１塁時にバッター

のＡ女は、２塁ベース付近に打っ

てしまい、相手に捕球された後、

２塁に送球され、１塁ランナーを

進塁させることができなかった。

【資料２】守備では、Ａ女は２塁

付近を守っていたが、ショートに

ゴロが転がったときに、２塁ベースに入らずにその場で立ち

つくしていた。そのときＡ男から「ゴロがきたときは、１塁

ランナーが走ってくるから２塁に入ってね」と声をかけられ

ていた。Ａ女の授業後の振り返りでは、「ランナー１塁のと

きは右側を狙ったけど・・・２ベース付近には、打たない方

がいいことがわかりました」【資料３】と記述されていた。

タスクゲーム後のメインゲームのＡ女は、守備のときに転が

ってきたゴロを捕球し、１塁に送球することができた。【資

料４】事前のアンケートでは、ボール操作に苦手意識をもっ

 

 

 

【資料３】Ａ女の振り返り 
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【資料４】Ａ女の守備 
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ていたＡ女であったが、抵抗なく、タスクゲームやゲームに取り組むことができていた。操作が容

易である教具だからこそ、単元序盤から、このような姿が見ることができたのではないかと考える。 

（２）攻め方や守り方がわかるようになりたいな（第３時） 

第３時は、ランナー２塁、１・３塁の状況のタスクゲームを

行った。１・３塁時のＡ女がバッターのときは、ピッチャー前

に弱いゴロを打っていた。【資料５】振り返りには「ホームがタ

ッチアウトになるから、ゴロを打てばいいと教えてもらったか

ら、ゴロを狙って打ちました」と記述しており、意図して転が

していたことがわかる。【資料６】タスクゲームやチームメイト

との関わりによって、Ａ女の戦術の理解がすすんでいることが

わかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）より得点を取ったり、失点を防いだりするためにはどうする？

（第４～６時） 

第４時からは、メインゲームを中心に授業を進めた。「より得

点を取ったり、失点を防いだりするためにはチームで何ができ

る？」と問いかけた。Ａ女のチームでは、話し合いで「先頭は絶

対進塁打」と本時のゲームのテーマを立てていた。Ａ女は全ての

打席で進塁打を狙ったバッティングをして

いた。ランナー２・３塁のときは、あえて、

右側に弱く打ち、確実に１点を取ろうとする

バッティングをしていた。【資料７】 

第４時のＡ女の振り返りからも、チームの

テーマである「先頭は絶対進塁打」を意識し

たバッティングやホームがタッチアウトに

なるときは、弱く打つバッティングを意図的にしていたのが

わかる。【資料８傍線部】また、タスクゲームでの学びが生き

ていることもわかった。【資料８点線部】 

第５時のＡ女のチームは「ランナーをためて大量得点をと

る」がテーマであった。Ａ女がバッターのときは、０アウトラ

ンナー１塁のときは、ショートゴロを打っていた。【資料９】

その理由が「右側にいた守備が前に来たから、左

側を狙って打った」と振り返りに記述されており、

相手の守備を見てバッティングを変えていた。 

第６時の守備では、セカンド付近を守っている

際、ショートにゴロがきたときは、２塁ベースに

入り、ショートからの送球を捕球した後、１塁に

投げ、ダブルプレーを狙う動きを見せた。【資料１

０】第４時～第６時とゲーム経験を積み、チーム

で立てたテーマを意識してゲームに臨んできたこ

とで、どうすれば得点に結びついたり、失点を防

ぐことができたりするのか考え、理解した動きに

なってきた。Ａ女も場面に応じたバッティングや

 

 

 

【資料７】Ａ女の右側を狙っ

たバッティング 

 

 

 

【資料９】ショートを狙って打

つＡ女 

 

 

 
 
 
 
【資料６】Ａ女の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１０】ダブルプレーを狙うＡ女 

 

 

 

 
【資料８】Ａ女の振り返り 

 

 

 

 

 

 

【資料５】Ａ女のバッティング

（１・３塁時） 
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相手の守備位置に応じたバッティング、外野にボールが抜けたあとの動き、フォースアウトを狙い

進塁を防ぐ動き、ランナーのときの次の塁を狙う動きなど、ベースボール型における、進塁をめぐ

る攻防の戦術を理解した動きを見ることができた。 

４ 手だての有効性と仮説の検証 

（１）仮説１の手だてについて 

 ① 教具の工夫（小学生用ハンドボール＆ポリウレタン製体育用バット） 

本研究では、技能習得を目的としたドリルは、ほぼ行わず、タスクゲーム、メインゲームで単元を

進めた。Ａ女に限らず、多くの生徒がバッティングやボールの捕球や送球ができていた。『３ 研究

の実際と考察』で述べたよ

うな、狙って打ったり、転が

ってきたボールを捕球し、

送球したりすることができ

た。これは、バットが軽く、

振りやすい、ボールは飛び

にくさがあり、思い切り打

っても打球が速くなりにく

いからこその動きではないかと考える。また、ただ打つ、投げるだけではなく、戦術を意識した動き

も見ることができた。軽く振りぬきやすいバットと扱いやすいボールであったからこそ、関わり合う

なかで攻防に目が向き、このような戦術を意識した動きにつながったのではないかと考える。また、

単元終了後のアンケートでは、『ハンドボールやバットは使いやすかったですか』という質問には、

３５人中３２人が「使いやすかった、まぁまぁ使いやすかった」と答えた。Ａ女は「まぁまぁ使いや

すかった」と答えていた。ボールについては、「握りやすいから投げやすかった」「打った打球もそん

なにはやくなかったし、捕りやすかった」「グローブがなくても大丈夫だった」「ボールが大きいから、

方向を狙って打ちやすかった」と答えている。バットについては、「金属と比べて軽くて振りやすく

よかった」と答えていた。【資料１１】 

これからのことから、手だて「教具の工夫（小学生用ハンドボール＆学校体育用バット）」は有効

であったといえる。 

② 状況を指定したタスクゲームからのゲーム中心の単元構想 

タスクゲーム前には、この状況の攻撃時はどこを狙うべ

きなのか、どのランナーを進めたいのか、守備では、だれ

がどこの塁に入り、どのランナーをアウトにしたいのかを

チームで確認する場を設け、実践した。タスクゲーム後は、

４時間、合計１０試合のゲームを行い、Ａ女は１０試合で

２５回打席に立った。【資料１２】はＡ女の打撃の一覧で

ある。ランナー１塁、１・２塁、２・３塁の状況で打席に

入ることが多かった。ゲーム（タスクゲーム含む）を数多

く経験し、どこを狙えばいいのかが理解できているため、

進塁打の成功率が高くなっているのではないかと考える。

単元後のアンケートの『タスクゲームは基本的なルールや

戦術を学ぶのに有効であったか』には、３５人中３２人が

「有効だった、まぁまぁ有効だった」と答えている。

Ａ女は「有効だった」と答え、理由は「試合で一度に

覚えるよりも、一つ一つを丁寧にあつかうことでで

きるようになっていったから」と記述していた。【資

料１３】これらのことから、手だて「状況を指定した

タスクゲームからのゲーム中心の単元構想」は有効

であったといえる。 

③ チームで『テーマ』を決める 

本単元では、毎時間これまでの試合の様子を踏まえて、何を意識して試合に取り組むかの『テー

マ』を決めた。テーマを決めて取り組んだことで、Ａ女が目的意識をもって攻撃の選択をしている様

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１２】Ａ女の打撃一覧 

 

 

 

【資料１３】Ａ女の理由 

 

 

 

 

【資料１１】Ａ女の理由 
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子がうかがえた。【資料１４】 

単元後のアンケートでは、３５人中３４人がチームで『テー

マ』を決めることに「有効だった、まぁまぁ有効だった」と

答えている。Ａ女は「有効だった」と答えており、その理由

を「チーム内で課題を見つけて共有することによって、より

効率的に勝つことができるし、負けてしまっても改善策を見

つければ、次の試合で成長できるから」と答えていた。 

他にも、「ベースボール型ゲームの授業はどうでしたか？」

という質問には、３５人３０人が「楽しかった」５人が「ま

ぁまぁ楽しかった」と答えた。 

生徒が答えた理由は、５１つあり、一番多かった理由が、

「仲間との関わり」であった。Ａ女は「楽

しかった」と答え、「今までルールとか戦

い方とかを全く知らなかったけど、色ん

な人に教えてもらってチーム全体で協力

し合って授業を受けることできたから」

と記述していた。【資料１５】ゲーム前に、

チームでテーマを決めてゲームに臨み、ゲーム後は、振り返りをしてきたことで、関わり合いが生ま

れ、タスクゲームだけでは学べない状況に応じた戦術を学ぶことができたのではないかと考える。そ

して、多くのゲームを経験したことで、自分の役割を理解し、チームに貢献でき、ベースボール型の

戦術の面白さや魅力を感じられたのではないかと考える。これらのことから、手だて「チームで『テ

ーマ』を決める」は有効であったといえる。 

５ 成果と今後の課題 

（１）研究の成果 

ベースボール型は用具操作の難し

さ、ルールの複雑さなどがあり、攻

防の楽しさを味わうことができず

に、「難しかった」、「打つことができ

てよかった」など、個人の技能の成

果で終わってしまうことが多い。し

かし、本研究のように、教具の工夫

をして、基本的なルールや戦術を学

ぶタスクゲームとメインゲームを数

多く経験したりすることで、抵抗な

くゲームに臨むことができ、仲間と

関わり合いながら、戦術を学び、ベースボール型の攻防の楽しさを味わうことができるのではないか

と考える。また、Ａ女は「あなたがバッターでランナー１塁だったらどうしますか？」という質問に

対して単元前と単元後に変化があった。【資料１６】単元前は、「わからない」の回答だけであったが、

単元後は、「点差があまりなくて、ノーアウトだったら１塁側に打って、自分がアウトでも進塁打に

できるようにする」「１塁側に守備がよくできる人がいたら３塁側へ打つ」「３塁の守備の人が前の方

にいたらおもいっきり打つ、後ろだったら前の方に」点差や相手の守備位置まで考えて、具体的に書

くことができた。 

これらのことから、本研究に迫る生徒像「仲間と関わり合いながら、戦術を学ぶことで、攻防の面

白さや魅力を感じられる生徒」に迫ることができたと感じる。 

（２）今後の課題 

本研究はティーボールスタンドを用いて行った。しかし、中学校３年生になると、相手投手からの

易しい投球から、タイミングを合わせてバッティングをしたり、狙った方向にボールを打ち返したり

する姿が見られるのが望ましいのではないかと考える。今回では、これまでの生徒の運動経験、生徒

の実態をとらえ、ティーボールスタンドを用いて授業に臨んだが、中学校３年間、または高校までを

見通して指導していくことが大切であると感じた。球技特有の攻防の楽しさを味わうとともに、技能

について段階を踏んで身につけられるような授業を展開できるように今後も研究を進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１４】Ａ女のチームのテー

マとＡの様子〔授業記録より〕 

 

 

 

 

 

 

【資料１６】「あなたがバッターでランナー１塁だったら

どうしますか？」に対するＡ女の答え 

≪単元前≫ 

≪単元後≫ 

 

 

 
【資料１５】Ａ女の理由 


